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本
稿
は
、
前
欠
で
「
観
応
三
年
二
月
日
写
之
云
々
」
と
の
記
述
を
も
ち
、
現
在
、
太
宰
府
天
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
文
書
と
し
て
伝
わ
る
い
わ
ゆ
る
安
楽
寺
領
注
進
状
案
(
安
楽
寺
領
注
進
目
録
写
と
も
)
の
復

元
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
史
料
は
前
欠
注
進
状
案
と
略
記
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

 
前
陣
注
進
状
案
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
み
る
と
、
例
え
ば
山
口
隼
正
氏
、
正
木
喜
三
郎
氏

に
よ
り
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
史
料
自
体
に
関
し
て
の
研
究
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
だ

検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
十
七
の

編
者
は
、
後
述
の
よ
う
に
前
欠
注
進
状
案
に
錯
簡
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
(
五
七

六
頁
以
下
)
が
、
こ
の
錯
簡
を
全
体
的
に
検
討
し
復
元
す
る
作
業
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
は
現
在
前
欠
で
あ
る
が
、
郷
国
部
分
の
復
元
と
い
う

課
題
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
『
大
日
本
史
料
』
(
五
八
四
頁
)
も
記
す
よ
う
に
年
月
日
や
そ
の

次
に
記
述
さ
れ
る
「
之
を
写
す
と
云
々
」
と
い
う
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
と
い
う
こ

と
も
、
こ
の
前
欠
注
進
状
案
の
成
立
や
性
格
を
考
え
る
際
に
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
紙
幅
の
関
係
で
小
論
を
の
、
口
に
分
ち
、
6
で
は
、
次
の
三
点
の
史
料
を
主
に
検
討
し
、
こ

ω
ず
魯
〇
三
一
白
〉
.
 
H
≦
○
↓
○

れ
に
関
連
史
料
を
補
い
な
が
ら
前
欠
注
進
状
案
の
前
欠
部
分
の
復
元
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

 
 
①
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
雌
』
 
「
巻
十
六
御
笠
郡
二
」
所
収
史
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②
伊
藤
家
文
書
所
収
「
天
満
宮
安
楽
寺
御
領
一
円
半
不
輸
庄
々
燈
油
田
等
目
録
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
 

 
 
③
太
宰
府
天
満
宮
文
書
「
安
楽
寺
領
注
進
状
案
」

2

 
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
①
～
③
の
史
料
を
掲
出
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
説
明
の
際
の

便
宜
を
考
え
て
、
筆
者
の
方
で
符
号
、
番
号
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。

 
 
①

 
御
笠
郡
安
志
岐
御
虫
気
甘
山
村
 
夜
須
御
封
同
県
木
村
 
寺
邊
井
秋
山
畠
地
 
栗
田
庄
 
小
仲

 
庄
付
焼
山
 
特
恵
手
付
内
野
 
長
尾
庄
 
紫
田
庄
 
土
師
庄
 
席
田
庄
 
板
持
庄
 
多
々
良
庄

 
 
博
多
膚
付
仲
濱
 
入
部
庄
鮒
納
珊
 
桑
原
庄
 
井
田
庄
 
塩
濱
庄
拾
二
町
 
仁
王
講
田
 
｛
ロ
回

 
来
寺
 
報
恩
寺
 
夜
須
安
楽
庄
四
十
町
 
大
浦
寺
三
十
町
 
榎
寺
井
吉
国
名
 
桶
田
杉
瀬
領

 
 
九
輪
園
一
切
経
会
田
灘
欄
拾
二
町
難
訓
ノ
敷
地
縣
勅
石
門
新
内
磐
寺
月
忌
村
竹

 
薗
寺
 
香
薗
寺
三
町
 
㈲
 
席
内
院
清
里
名
 
回
 
弥
永
小
金
丸
 
恒
用
名
 
御
笠
東
西
郷

 
小
金
丸
名
山
城
田
地
潜
町
政
 
榎
寺
畠
地
壼
町
 
長
岡
田
畠
弐
町
 
屋
敷
一
ヶ
所
 
下
座
郡
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2兀
ll多岩

得
渕
田
地
七
町
嘉
麻
郡
不
動
丸
井
尖
郎
丸
平
四
郎
町
直
直
㈹
上
座
郡
内
田
地
鰍
雛
喉

今
当
村
杷
木
郷
ノ
内
石
王
丸
稲
次
 
金
丸
名
 
席
内
院
重
久
名
 
三
緒
次
郎
旧
名
 
弥
冨
名

 
三
奈
木
郷
岩
門
郷
 
下
座
郡
内
幸
泉
名
 
酒
殿
村
 
開
田
村
 
二
所
社
稲
光
ノ
内
筑
前
国

衙
蘇
憲
公
蜷
城
村
恰
土
郡
義
血
別
府
上
座
郡
勢
楽
寺
席
田
郡
今
田
村
習
園

郡
東
林
寺
 
同
東
郷
河
邊
村
 
夜
須
東
郷
河
島
菩
提
寺
 
糟
屋
郡
敷
梨
郷
極
楽
寺
稲
富
吉
益

大
祖
躰
大
隈
村
四
十
五
町
 
上
座
郡
朝
里
寺
領
雪
盲
寺
 
筑
後
国
上
妻
郡
紫
部
庄
 
同
郡
葛

糊
庄
同
鞭
禦
聡
葉
鱗
謹
直
庄
馬
鐸
薪
、
繍
＋
薪
膿

多
江
村
仁
王
講
田
 
㈲
 
松
浦
庄
荒
久
田
安
六
名
 
曽
根
崎
庄
内
談
議
田
 
同
小
楠
南
里
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
菰
〕

地
 
戸
倉
光
 
小
松
丸
牛
原
御
領
 
行
武
名
菰
生
野
倉
上
庄
 
巨
勢
庄
 
義
得
別
府
清
法
寺

山
田
東
郷
七
ヶ
所
村
 
藤
木
村
 
基
騨
南
郷
蓬
原
里
 
基
肥
中
山
井
天
台
寺
 
荒
木
田
庄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
キ
タ
ノ
ノ

㈹
 
曽
祢
崎
庄
地
頭
職
 
肥
後
国
玉
名
庄
百
拾
町
 
大
路
曲
庄
片
俣
心
肝
庄
飽
田
南
郷
田

田
口
庄
別
府
 
恵
良
庄

 
②

 
天
満
宮
安
楽
寺
御
領
］
円
半
不
輸
翻
転
燈
油
田
等
目
録

 
一
筑
前
国
一
円
神
領

 
 
 
 
 
サ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
 

 
 
 
 
 
ち
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ

 
安
志
岐
御
報
井
材
山
村
 
夜
須
御
報
同
甘
木
村

(
貼
紙
)

 
ス
ロ
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

○
『
高
来
寺
 
報
恩
寺
 
大
浦
寺
 
榎
寺
井
吉
国
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ゴ
 
く
リ
エ
 

 
桶
田
杉
瀬
領
 
九
輪
薗
 
一
切
経
會
田
蕊
癬
畔
彬

東
院
敷
地
騰
世
耽
.
 
嘱
郷
内
磐
寺

 
月
忌
村
 
竹
薗
寺
 
香
薗
寺

 
 
 
 
 
 
 

 
庄
内
田
地
 
席
内
院
清
里
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

弥
永
小
金
丸
醤
穐
蹴
駄
融
獣
漏
靭
節
會
所
出
等
邊
至

 
恒
用
名
 
御
笠
東
西
郷
 
小
金
丸
名
 
山
城
田
地
壼
町
余

 
榎
木
寺
臼
壱
町
 
長
岡
田
畠
弐
丁
屋
敷
一
ヶ
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
』

 
寺
邊
井
秋
山
畠
地
 
栗
田
庄

 
 
 
 
 
 
 
 
〔
河
〕

 
小
中
庄
付
焼
山
 
阿
江
庄
付
内
野

 
長
尾
庄
 
紫
田
庄
 
土
師
庄
 
席
田
庄

 
板
持
庄
 
多
々
良
庄
 
博
多
庄
付
中
濱
 
入
部
庄
付
内
野

 
桑
原
庄
 
井
田
庄
 
塩
濱
庄
 
仁
王
藍
田

○
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
○
印
以
下
の
『
 
』
の
貼
紙
部
分
を
こ
こ
に
入
れ
る
1
筆
者
注
)

 
 
ス

 
 
下
座
郡
 
得
渕
田
地
七
町

 
 
ス

隷
輸
不
認
総
懸
灘
號
藩
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス

 
 
同
郡
内
今
体
村
 
同
郡
内
把
木
郷
内
調
王
丸
稲
次
金
丸
名
等

 
 
ス
ロ

 
 
席
内
院
重
久
名
 
三
緒
次
郎
丸
名
 
弥
単
名

 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス

 
 
三
奈
木
郷
長
日
＋
一
面
供
料
所
 
正
門
郷
＋
一
面
供
料
所

 
 
ス

 
 
下
座
郡
内
幸
泉
名
 
燈
油
料
所

 
 
酒
殿
二
七
宴
席
御
供
料
所
 
開
田
村
 
燈
油
料
所

 
 
二
所
悩
 
稲
光
内
回
廊
俗
講
細
魚
馴
漁
砺
絶
筆
道
寄
進
之
、

一
筑
前
国
々
衙
正
応
三
年
訟
集
書
力
〕

 
 
掌
裏
Q
・
・
根
本
御
領
、
地
頭
御
家
人
井
甲
乙
輩
令
押
領
所
々

 
 
農
村
錆
土
音
義
得
別
府

 
 
ス
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
ス

 
 
上
座
郡
勢
楽
寺
 
席
田
郡
今
田
村

 
 
上
切
候
郡
東
林
寺
 
同
東
郷
河
邊
村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ロ

 
 
夜
須
東
郷
 
河
島
菩
提
寺
 
糟
屋
敷
梨
郷
極
楽
寺

 
 
稲
冨
 
燈
油
 
吉
益
 
燈
油

藻
創
若
杉
山
衆
徒
裾
之
、

 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
上
座
郡
朝
鞍
寺
領
勝
福
寺
免
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
御
脱
力
〕

 
 
錐
為
當
宮
根
本
御
領
、
地
頭
家
人
甲
乙
輩
令
押
領
之

筑
後
上
妻
郡
紫
部
庄
 
同
郡
葛
野
庄

 
 
同
郡
鳥
形
山
 
生
葉
郡
八
尻

 
 
□
當
御
代
御
寄
進
所
 
門
上
村
醐
齢
柵
騰
縫
之
、

 
一
肥
前
国
一
円
 
小
倉
庄
 
鳥
栖
庄

 
 
幸
津
庄
 
同
新
庄
 
神
邊
庄
同
野
方
村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
キ
ピ
サ

 
 
石
動
庄
 
米
多
庄
 
蛎
久
庄

馨
職
浮
鹸
簾
槻
蜘
鱗

 
 
⊥
切
候
野
蔽
糎
蟹
謬
舗
家
所
勘

 
 
曽
祢
崎
庄
内
 
談
議
田
 
同
小
楠
南
里
田
地

 
 
半
不
輸
 
⊥
切
候
戸
倉
光
御
方
押
領
之
、
 
半
免
御
領
小
松
丸
同
之
、

 
 
牛
原
御
領
同
之
、
 
半
免
行
武
名
同
之
、
 
菰
生
野
同
之
、

 
 
(
コ
ノ
行
、
写
シ
誤
り
ヵ
)

 
 
牛
原
御
領
同
之
、
 
半
端
行
武
名
同
憂
、
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倉
上
庄
同
之
、
 
巨
勢
庄
 
義
得
別
府
同
之
、

 
 
錐
當
宮
根
本
御
領
、
地
頭
御
家
人
甲
乙
輩
令
押
領
之
所

 
 
清
法
寺
 
山
田
東
郷
七
ヶ
所
村

 
 
藤
木
村
 
肥
前
基
騨
南
郷
蓬
原
里

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
台
 
 
 
-

 
 
上
切
候
保
郷
 
基
蜂
中
山
井
天
召
寺
 
荒
木
田
庄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

 
 
上
切
候
保
郷
 
将
軍
家
御
午
立
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
料

 
 
曽
祢
崎
庄
地
頭
職
 
長
日
大
般
若
供
新
所

 
一
肥
後
国
 
玉
名
庄
凶
徒
押
領
之
、
 
大
路
曲
庄
同
之
、

 
 
片
俣
領
同
之
、
 
冨
庄
同
之
、
 
飽
田
南
郷
院
田
同
之
、

 
 
半
不
輸

 
 
 
 
 
 
〔
府
〕

 
 
田
口
庄
別
麻
同
之
、
 
 
恵
良
庄
同
之
、

 
 
(
裏
表
紙
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
鞍
手
郡
)

 
 
『
天
保
二
年
四
月
 
 
 
 
 
 
 
古
門
村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
伊
藤
桂
助
写
之
、
』

 
 
③

 
(
端
裏
書
)

 
 
「
む
か
し
ノ

 
 
 
 
 
宰
府
之
□
帳
共
也
」

 
 
○
首
継
目
ヨ
リ
欠

 
 
(
筋
鰭
御
 
 
 
 
 
叩
寺

Y
X
 
 
 
 
 
 
(
少
弐
)
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
下
座
郡
V

 
 
弥
永
小
金
丸
螺
敷
欝
轍
礪
次
郎
監
妨
之
問
廿
吾
御
閲
日
会
、
万
燈
油
已
下
神
事
節

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
マ
マ
)

 
 
(
筑
前
国
御
笠
郡
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
御
笠
郡
)

 
 
榎
木
寺
畠
地
壱
町
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
岡
田
畠
弐
丁

 
 
(
筑
前
国
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
屋
敷
一
ヶ
所

 
 
下
座
郡

 
 
(
筑
前
国
…
卜
座
郡
)

 
 
得
渕
田
地
七
町

 
 
(
筑
前
国
)

 
 
志
摩
郡

 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

 
 
不
動
丸
井
小
大
郎
丸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
草
四
郎
町
壱
町

 
 
半
不
輸

 
 
上
切
候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
後
脱
力
〕

 
 
 
郡
田
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
嵯
峨
院
御
寄
進
之
、

 
 
(
筑
前
国
上
座
郡
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
上
座
郡
)
 
 
一
コ
:
畠
し

  

笘
X
鹸
村
 
 
 
 
銅
蝋
蘇
郷
内
鰭
斜
丸

 
 
席
内
院
重
久
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
緒
次
郎
丸
名

鰍
響
供
析
所
 
.
 
糠
轡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関
田
村
御
供
新
所

 
 
洒
殿
村
七
宴
席
御
供
新
所

二
所
社
 
 
 
 
(
筑
 
嗣
懸
随
璽
為
燈
油
析
所
安
房
晶
剛
入
道
鍵

 
一
筑
前
国
々
衙
正
応
三
年
公
家
御
寄
附
之
、

 
 
(
筑
前
国
下
座
郡
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
)

 
 
蜷
城
村
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恰
土
郡
義
得
別
府

 
 
(
筑
前
国
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
)

 
 
上
座
郡
勢
楽
寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
席
田
郡
今
田
村

 
 
上
切
候

 
 
 
郡
來
林
寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
東
郷
河
邊
村

-
-
…
-
-
-
…
…
…
-
-
-
-
-
-
-
…
…
-
…
-
…
…
-
六
三
継
目
)
…
…
…
…
…
-
…
-
…
…
…
…
…
:
…
-
:

 
 
(
筑
前
国
夜
須
郡
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筑
前
国
粕
屋
郡
)

 
 
夜
須
東
郷
河
嶋
菩
提
寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
糟
屋
敷
梨
郷
極
楽
寺

 
 
(
筑
前
国
志
摩
郡
)

 
 
稲
冨
燈
油

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉
益
燈
油

(
筑
前
国
粕
屋
郡
)
〔
椙
〕

 
 
大
祖
社
若
棺
山
衆
徒
押
領
之
、

 
 
(
筑
前
国
)

 
 
上
座
三
朝
鞍
寺
領
勝
福
寺
免
田

 
 
 
 
 
當
宮
根
本
御
領
、
地
頭
御
家
人
甲
乙
輩
令
押
領
之
、

1←〔筑後国関係〕→

門甕當同奮上簸錐
上後御郡後妻後為
村署代鳥里郡国
      紫窺當凶畑野待P    形

購山鞭
'之      御

(
筑
後
国
)

同
郡
葛
野
庄

(
筑
後
国
)

生
葉
郡
八
尻
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一
肥
前
国
一
圓

(
基
疑
郡
)

小
倉
庄

(
養
父
郡
V

幸
津
庄

(
養
父
郡
)

神
邊
庄
同
萱
方
村

(
三
根
郡
)

米
多
庄

(
小
城
郡
)

藤
織
庄
凶
徒
押
領
之
、

(
佐
賀
郡
V

牛
嶋
庄
同
片
多
江
村

上
切
候

 
野
庄

〔
下
〕
(
養
父
郡
)

(
養
父
郡
)

鳥
栖
庄

同
新
庄

(
神
崎
郡
V

石
動
庄

(
佐
賀
郡
)

蠣
久
庄

 
〔
嘉
〕

佐
喜
庄
御
方
若
槻
下
孫
六
郎
号
預
所
致
濫
妨
也
、

(
佐
賀
郡
)

仁
王
講
田

髄
灘
荒
久
嬰
六
名
棚
欝
哩
不
従

-
-
-
…
-
…
-
…
-
…
:
-
…
…
-
…
-
…
…
…
-
(
紙
継
目
)
-
-
-
-
-
-
-
…
…
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
…
…
…
-
…
…
-
-
-

(
基
疑
郡
)

曾
祢
崎
庄
内
談
議
田

半
不
輸

上
切
候

 
 
戸
倉
光
御
方
押
領
之
、

(
養
父
郡
)

牛
原
御
領
同
之
、

(
養
父
郡
)

＋瓜

ｶ
野
 
同
之
、

(
佐
賀
郡
)

巨
勢
庄

錐
為
當
宮
根
本
御
領
、

清
法
寺

藤
木
村

 
〔
旧

基
眸
中
山
井
天
台
寺

上
切
候

保
郷

将
軍
家
御
寄
進
所

(
基
難
郡
)

同
小
楠
南
里
田
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
半
免
御
領
小
松
丸
同
之
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
半
腰
輿
武
名
同
之
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
養
父
郡
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
倉
上
庄
同
之
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
養
父
郡
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
義
得
別
府
同
之
、

地
頭
御
家
人
甲
乙
輩
令
押
領
所
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
佐
賀
郡
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
田
東
郷
七
箇
所
村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
難
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
基
騨
南
郷
蓮
原
里

 
 
 
 
 
 
 
 
 
荒
木
田
庄

曾
祢
崎
庄
地
頭
職
長
日
大
般
若
経
新
所

一
肥
後
国

(
玉
名
郡
)

玉
名
庄
凶
徒
押
領
之
、

(
合
志
郡
)

片
俣
領
同
之
、

(
飽
田
・
託
麻
郡
)

飽
田
南
郷
厩
田
同
之
、

半
.
 
不
輸

(
益
城
郡
∀

田
口
庄
別
府
同
之
、

弥
生
庄
 
 
同
之
、

(
合
志
郡
)

佐
野
庄
 
 
同
之
、

(
山
鹿
郡
)

大
路
曲
庄
同
之
、

(
合
志
郡
)

冨
庄
同
之
、

(
合
志
郡
)

恵
良
庄
同
之
、

(
菊
池
郡
)

赤
星
庄
同
之
、

(
合
志
郡
)

田
嶋
庄
同
之
、

…
…
…
-
-
…
…
…
-
…
:
…
…
…
…
…
-
(
紙
継
目
)
-
-
-
…
…
…
…
…
-
…
…
…
-
-
-
-
-
-
-
-
…
-
:

 
〔
錐
為
脱
力
〕

 
當
宮
根
本
御
領
、
地
頭
御
家
人
甲
乙
輩
令
押
領
所
、

 
祇
薗
社
同
之
、

一
豊
前
国
一
圓

 
(
田
川
郡
)

倒
鯉
 
 
 
 
 
 
 
 
同
新
庄

 
瀬
村

 
半
不
輸

 
(
京
都
郡
)

 
窪
郷
内
野
田
光
行
名

 
錐
為
 
當
宮
根
本
御
領
、
地
頭
御
家
人
甲
乙
丁
令
押
領
、

 
(
仲
津
郡
)

 
城
井
横
溝
等
四
箇
所

 
将
軍
家
御
寄
進
之

 
(
京
都
郡
)

 
堅
嶋
庄
遍
智
院
眞
言
堂
長
日
護
摩
供
析
所

 
當
御
代
御
寄
進
之

轍
内
友
清
次
郎
丸
善
篠
進
雀

 
窪
庄
地
頭
職
本
主
鹸
類
押
領
之
、

 
(
曲
川
郡
v

 
副
田
庄
地
頭
職
嶋
津
上
総
入
道
跡
凶
徒
押
領
、

 
(
上
毛
郡
)

 
山
田
庄
地
頭
職
内
試
拾
除
丁
岩
松
左
近
将
監
義
継
寄
進
之
、

一
豊
後
国
一
圓

 
(
日
川
郡
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
H
川
郡
)

 
大
肥
庄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
津
江
山
錐
有
根
本
神
領
號
、
當
山
口
當
押
領
之
、

 
真
幸
庄
不
知
行

一
薩
摩
国

-
臨
鍵
難
攣
…
…
(
紙
継
目
)
-
…
…
臨
墜
讐
神
義
近
年
社
役
講
-
…

係〕一一??c＿＿
大＿下氣将3西壱小扉大馬藷日
隅墜座ili庫         原属隅            関県向     山 岐
庄鏡郡国家妙嶋庄逃国田聾国
   御     見  〔不難  不. 世土也前士也

騨寺繕雛1
＊
l
l
i
l
i
r
i

  所

凹
丑
呂
同
之
、

(
桑
原
郡
)

横
河
院
将
軍
家
御
寄
進
也
、

.
 
諦
雛
腱
轟
藤
蠣
驕
繕
概

 
 
 
 
遠
嚢

同
四
ケ
名
寄
進
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関
(
筑
前
国
粕
屋
郡
)

国
猪
野
庄
獄
田
御
霊
社

緬
鰯
難
同
社

擁
鰹
縫

 
一
筑
後
国
一
圓

購
譲
繍

 
小
河
庄
凶
徒
押
領
、

(
筑
前
国
夜
須
郡
)

依
井
村
御
霊
社

縣
離
難
骨
子
両
名
職
鑛
灘

(
筑
前
国
穂
波
郡
∀
大
和
守

合
屋
窪
垣
 
 
 
跡

江
門
庄
付
新
田

(
竹
野
郡
)

綾
野
庄
同
之
、

-
-
-
…
-
-
…
…
…
…
-
…
…
-
-
-
…
…
-
…
-
-
(
紙
継
目
Y
…
…
…
…
…
…
-
…
…
-
-
-
-
…
-
-
-
-
…
-
-

 
 
(
竹
野
郡
)

 
 
竹
野
庄
井
高
家
院

 
 
(
下
妻
郡
)

 
 
下
妻
庄
凶
徒
押
領
、

遜
讐
講
田

 
 
坂
田
庄
同
之
、

 
 
〔
飯
得
〕
 
(
山
門
・
三
池
郡
)

 
 
得
飯
庄
同
甘
木
、
凶
徒
押
領
、

 
 
〔
安
脱
〕
(
山
本
郡
V

 
 
下
別
府
同
之
、

 
 
(
山
本
郡
)

 
 
観
興
寺
同
之
、

 
 
(
上
妻
郡
)

 
 
夜
回
山
同
之
、

 
 
上
切
回

 
 
三
密
村
関
東
寄
進
之
、

 
 
(
御
井
郡
)

 
 
鰺
坂
庄
五
郎
丸
紅
関
東
寄
進
之
、

 
 
(
三
瀦
郡
)

 
 
三
瀦
庄
内
吉
祥
今
村
凶
徒
大
村
小
大
郎
押
領
、

 
 
幸
泉
村
塾
油
田

 
 
半
不
輸

 
 
(
三
池
郡
)

 
 
三
毛
北
郷

 
 
(
御
井
郡
)

 
 
大
城
村
凶
徒
押
領
、

 
 
(
御
井
郡
)

 
 
櫛
原
基
自
去
年
凶
徒
押
領
、

 
 
〔
岩
ヵ
〕
(
御
原
郡
)

 
 
石
田
庄
近
年
聖
福
寺
諌
合
口
、

一
(
壱
岐
郡
)

講
圖
騰
堪
宴
席
葺

一

(
御
井
郡
)
 
色

白
桑
村
一
深
入
道
作
人
飯
田
次
郎
九
郎
入
道
押
領

(
下
妻
郡
)

長
田
満
会
之
、

(
筑
後
国
)

大
量
置
碁
之
、

駆
馳

簾
庄
躍

楽
得
別
府
同
之
、

竹
圓
寺
同
之
、

大
知
若
田

上
浦
空
閑
席
院
夏
供
米
供
別

号
南
郷

(
上
妻
郡
V

忠
見
別
府
同
之
、

(
三
池
郡
)

藤
田
別
府
下
之
、

-
…
…
…
…
…
…
-
-
…
…
-
-
…
…
…
…
-
(
紙
継
目
)
-
…
…
-
-
-
…
…
-
-
-
-
-
-
-
…
-
…
…
…
…
-
:

右
、
大
略
注
進
如
件
、

 
 
観
慮
三
年
二
月
日
窮
之
云
々
、

3

都
維
那
大
法
師
君
會

寺
主
大
法
師
幸
祐

上
座
法
橋
上
人
位
煮
凝

権
修
理
別
當
法
眼
和
尚
位

 
 
 
 
 
 
羅
切
候
政

 
ま
ず
、
行
論
の
都
合
上
、
①
～
③
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

 
 
 
 
 
(
！
)

 
①
は
、
筑
前
の
国
学
者
と
し
て
著
名
な
青
柳
種
信
の
編
纂
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

彼
は
、
文
政
年
間
に
太
宰
府
満
盛
院
文
書
を
調
査
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
存
す
る
青
柳
種
信

関
係
史
料
中
に
①
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
安
楽
寺
関
係
の
所
領
目
録
の
写
は
確
認
で
き

 
 
 
 

な
い
。
け
れ
ど
も
、
彼
の
編
に
な
る
前
掲
『
拾
遺
』
の
中
に
②
と
大
体
一
致
す
る
記
述
が
あ
り
、

こ
の
部
分
を
①
と
し
て
示
し
た
。
お
そ
ら
く
種
信
も
、
安
楽
寺
関
係
の
所
領
目
録
を
調
査
し
筆

写
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 
②
は
、
伊
藤
常
足
関
係
の
史
料
を
収
め
る
伊
藤
家
文
書
の
冊
子
(
目
録
番
号
七
〇
一
)
の
中

に
、
「
天
満
宮
御
草
創
日
記
」
「
安
楽
寺
別
丁
次
第
」
と
と
も
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
冊
子
の
裏
表
紙
に
は
筆
写
の
日
付
を
天
保
二
年
二
八
三
一
)
四
月
と
記
し
て
い
る
。
常
足

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
る
も
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
青
柳
種
信
の
門
人
で
、
筑
前
国
鞍
手
郡
古
門
村
古
門
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
。

 
③
は
、
現
在
、
掲
出
し
た
形
態
で
伝
来
し
て
い
る
。
実
は
、
明
治
時
代
、
史
料
編
纂
掛
は
太

宰
府
天
満
宮
文
書
を
調
査
し
影
写
本
を
作
成
し
て
い
る
が
、
③
を
含
む
西
高
辻
文
書
は
、
一
九

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
0
)

〇
七
年
(
明
治
四
〇
)
に
影
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
一
九
二
〇
年
(
大

正
九
)
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
十
七
、
五
七
六
頁
以
下
に
③
は
「
西
高
辻
文

書
三
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
は
③
の
「
小
金
丸
名
 
山
城
田
地
壱
町
余
」

か
ら
「
一
切
経
会
 
東
院
敷
地
」
(
以
下
、
割
注
は
略
す
)
の
部
分
(
以
下
、
Y
箇
所
と
称
す
る
)

が
み
え
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
所
在
不
明
の
箇
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

一
九
五
四
年
(
昭
和
二
十
九
)
よ
り
刊
行
さ
れ
始
め
た
油
印
版
『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史

料
』
の
『
中
世
編
七
』
(
一
〇
九
二
頁
以
下
)
の
中
で
、
③
は
掲
出
し
た
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
1
＞

こ
の
刊
行
の
前
提
に
は
、
竹
内
理
三
上
等
に
よ
る
太
宰
府
天
満
宮
の
文
書
調
査
が
あ
り
、
こ
の

調
査
を
ふ
ま
え
て
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
Y
箇
所
が
、
後
述
す
る
②
に
(
そ
し
て
①
に
も
)
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存
在
し
な
い
X
箇
所
(
③
の
「
廊
子
村
 
水
城
空
閑
」
か
ら
「
那
珂
東
西
郷
」
ま
で
の
部
分
)

を
含
む
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
影
写
本
は
、
現
存
の
③
と
紙

継
目
部
分
を
含
め
て
一
致
し
て
い
る
。

 
①
は
、
基
本
的
に
所
領
名
を
書
き
上
げ
る
点
に
主
眼
が
あ
り
、
安
楽
寺
関
係
の
所
領
目
録
そ

の
も
の
を
史
料
と
し
て
そ
の
ま
ま
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
、
確
か
に

①
は
貴
重
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
史
料
自
体
の
復
元
に
主
た
る
関
心
を
お
く
小
論
で
は
、
参
考

史
料
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
ょ
う
と
思
う
。

 
 
 
 
 
(
2
)

 
②
は
、
冊
子
に
所
領
名
を
順
番
に
続
け
て
筆
写
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
③
と
同
じ
よ
う

な
体
裁
に
な
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
②
と
③
を
比
較
し
て
す
ぐ
気
付
く
の
は
、
所
領
や
半
不
輸

な
ど
の
項
目
が
X
箇
所
を
の
ぞ
く
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
③

の
「
二
院
敷
地
」
や
「
一
切
経
会
田
」
の
割
注
部
分
を
②
に
よ
り
補
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
②
(
そ
し
て
①
)
と
③
を
比
較
で
き
る
「
一
切
経
会
田
東
院
敷
地
」
の
箇
所
か
ら

肥
後
国
「
恵
良
庄
」
ま
で
に
限
定
す
る
と
、
③
に
は
「
上
切
候
」
と
い
う
記
述
が
六
ヶ
所
あ
る

が
、
こ
の
「
注
記
」
の
付
さ
れ
た
所
領
の
う
ち
五
ヶ
所
が
②
の
記
述
と
一
致
す
る
。
残
り
の
一

箇
所
(
「
村
□
□
」
)
が
確
か
に
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
箇
所
は
す
で
に
述
べ
た
③
に
あ
っ
て
②

(
そ
し
て
①
)
に
な
い
X
箇
所
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

 
以
上
の
検
討
か
ら
さ
し
あ
た
り
、
②
と
③
の
記
載
所
領
が
基
本
的
に
一
致
す
る
こ
と
を
確
認

で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
③
に
な
く
て
②
に
含
ま
れ
る
「
九
輪
薗
」
か
ら
前
の
箇
所
こ
そ
、

③
の
前
震
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
(
3
)

 
次
に
、
疑
問
点
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
二
つ
考
え
て
み
よ
う
。
一
つ
は
、
㈲
「
筑
前
国
々

衙
」
の
次
行
を
み
る
と
、
②
に
は
「
錐
面
・
・
Q
根
本
御
領
(
下
略
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、

③
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
㈲
す
で
に
述
べ
た
X
箇
所
が
③
に
あ
っ
て
②
に
(
そ

し
て
①
に
も
)
み
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
㈲
に
つ
い
て
は
、
「
筑
前
国
々
衙
」
の
部
分
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
、

こ
の
部
分
は
、
②
に
書
き
誤
り
の
箇
所
が
他
に
も
あ
る
点
か
ら
、
誤
写
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
一
応
、
③
の
記
述
に
従
う
こ
と
に
し
た
。
次
に
ω
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は

③
の
成
立
と
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
ち
ら
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

 
ま
ず
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
現
存
の
③
の
料
紙
は
す
べ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
か
ら
な
り
、

現
存
の
料
紙
の
端
に
は
前
欠
部
分
の
文
字
の
一
部
が
残
る
(
つ
ま
り
、
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
2
)

存
在
し
た
)
、
と
い
う
京
都
国
立
博
物
館
文
化
財
修
理
所
の
説
明
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
③
は
「
完

全
」
な
形
で
作
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
明
治
の
史
料

編
纂
掛
の
調
査
の
段
階
で
紙
継
目
か
ら
の
分
離
等
が
生
じ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
③
に
現
在
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 

ら
れ
る
「
端
裏
書
」
は
、
Y
箇
所
よ
り
前
の
部
分
が
分
離
し
た
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
そ
こ
で
③
の
作
成
時
期
を
推
測
し
て
み
よ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
時
、
ま
ず
注
意
し
た
い

の
は
、
「
試
切
候
」
と
い
う
「
注
記
」
が
い
つ
記
さ
れ
た
の
か
、
つ
ま
り
③
を
「
完
全
」
な
形
で

新
た
に
作
成
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
あ
る
所
領
目
録
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
欠
首
部
や
錯
簡
が
含

ま
れ
て
い
た
た
め
、
筆
写
側
が
錯
簡
は
そ
の
ま
ま
に
、
欠
失
部
分
に
つ
い
て
は
新
た
に
「
注
記
」

を
加
え
た
の
か
(
③
作
成
時
な
の
か
)
、
そ
れ
と
も
③
を
作
成
す
る
際
に
も
と
に
な
っ
た
あ
る
所

領
目
録
に
す
で
に
錯
簡
の
他
に
「
注
記
」
が
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
完
全
」
な
形
の
③
の
作
成

者
が
そ
の
「
注
記
」
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
だ
け
な
の
か
(
③
成
立
以
前
か
)
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
③
を
あ
る
時
期
、
「
完
全
」
な
形
で
新
た
に
作
成
し
た
と
考
え
た
が
、
こ
れ
は
、

問
題
の
X
箇
所
が
一
つ
の
か
た
ま
り
と
し
て
料
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
X

箇
所
の
長
さ
は
、
掲
出
し
た
③
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
③
の
料
紙
の
長
さ
と
は
異
な
っ
て
い
る

の
で
、
新
た
に
X
箇
所
を
含
む
所
領
目
録
を
も
と
に
③
が
「
完
全
」
な
形
で
作
成
さ
れ
た
と
想

定
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
「
上
切
候
」
の
「
注
記
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
②
に
も
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
の
問
題
は
、
②
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
②
の
作
成
時
か
、
そ
れ
と
も
②
成

立
以
前
か
、
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

 
こ
の
「
注
記
」
に
関
し
て
も
う
一
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
①
の
記
述
で
あ
る
。
②
(
そ
し
て

③
)
の
「
上
切
蓋
」
の
所
領
に
該
当
す
る
五
箇
所
を
①
で
み
る
と
、
①
の
㈲
(
②
、
③
の
肥
前

国
「
野
庄
」
)
、
㈲
(
②
、
③
の
肥
前
国
「
保
郷
」
)
の
二
ヶ
所
は
、
全
体
が
不
明
の
た
め
か
、
記

さ
れ
て
い
な
い
。
「
戸
倉
光
」
は
、
②
、
③
と
同
じ
記
述
で
あ
る
。
残
り
の
二
ヶ
所
(
ω
、
⑬
)

が
問
題
と
な
る
。
上
切
の
た
め
②
、
③
が
田
面
を
記
さ
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
①
の
み
「
上
座
」

と
い
う
郡
名
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
を

作
成
す
る
際
の
基
本
史
料
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
安
楽
寺
領
関
係
の
所
領
目
録
を
天
満
宮
に
お

い
て
種
信
が
調
査
し
た
際
、
こ
の
問
題
の
二
ヶ
所
が
ま
だ
判
読
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
た
め
と

考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
判
読
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
別
の
史
料
等
に
よ
っ
て
郡
名
を
補
っ
た
と

考
え
る
か
、
二
つ
の
可
能
性
を
示
し
て
後
考
に
ま
ち
た
い
。
こ
の
点
は
、
「
注
記
」
の
記
さ
れ
た

時
期
を
考
え
る
際
に
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
、
②
(
そ
し
て
①
)
が
い
わ
ば
後
欠
状
態
で
あ
る
点
に
も
注
意
し
よ
う
(
①
、
②
の
最

後
の
所
領
名
も
一
致
す
る
)
。
伊
藤
常
足
は
、
『
太
宰
管
内
志
』
を
著
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
掲

出
し
た
②
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
所
領
は
〔
安
楽
寺
(
御
)
領
目
録
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
4
V

と
い
う
出
典
名
で
示
さ
れ
て
い
る
。
安
楽
寺
領
に
つ
い
て
も
②
の
後
音
部
分
の
所
領
名
を
採
訪
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す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
(
こ
の
点
、
青
柳
種
信
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
)
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
②
(
そ
し
て
①
)
が
後
欠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
常
足
(
そ
し
て
種
信
)

の
天
満
宮
で
の
調
査
の
際
に
出
欠
部
分
が
所
在
不
明
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測

 
 
 
 
(
1
5
)

が
成
り
立
つ
。
こ
の
点
も
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
、
X
箇
所
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
X
箇
所
を
含
む
③
が
、
錯
簡
を
含
み
つ
つ
も

「
完
全
」
な
形
で
①
・
②
以
前
に
成
立
・
伝
来
し
、
③
の
他
に
こ
の
種
の
所
領
目
録
の
系
統
が
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
種
信
や
常
足
の
調
査
の
際
に
③
が
利
用
さ
れ
、
②
(
そ
し
て
①
)
に
も
X

箇
所
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
X
箇
所
は
①
、
②
に
な
く
て
③
に
あ

る
。
し
か
も
③
の
料
紙
の
長
さ
と
X
箇
所
の
長
さ
は
異
な
る
(
前
述
)
か
ら
、
③
が
成
立
し
た

後
、
X
箇
所
が
分
離
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
X
箇
所
の
分
離
は
③
の
成
立
以
前

と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
、
X
箇
所
が
当
初
①
、
②
、
③
の
も
と
に
な
っ
た
あ
る
安
楽
寺
関
係
の

所
領
目
録
の
一
部
を
構
成
し
、
こ
の
種
の
目
録
の
系
統
は
そ
れ
の
み
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と

(
②
、
①
と
③
に
全
く
同
じ
錯
簡
が
あ
る
(
続
編
の
口
参
照
)
か
ら
、
こ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
思

う
)
、
X
箇
所
が
①
、
②
に
な
い
の
で
、
②
(
そ
し
て
①
)
の
成
立
以
前
に
そ
の
目
録
は
錯
簡
を

生
じ
X
箇
所
を
含
め
継
目
か
ら
分
離
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
錯

簡
自
体
の
発
生
は
②
(
そ
し
て
①
)
の
成
立
以
前
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
離
に
よ
る
所

在
不
明
の
た
め
、
①
、
②
に
先
述
の
よ
う
な
後
欠
部
分
が
生
じ
、
X
箇
所
も
①
、
②
に
筆
写
さ

れ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
一
つ
の
問
題
は
、
X
箇
所
が
当
初
、
ど
の
位
置
に
記
さ
れ
て

い
た
か
で
あ
る
。
①
、
②
の
記
載
が
、
X
箇
所
を
含
ま
ず
ほ
ぼ
一
致
す
る
点
を
重
視
す
る
と
、

X
箇
所
が
当
初
③
の
現
在
の
位
置
と
は
別
の
箇
所
に
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

小
論
で
は
こ
の
点
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
一
応
③
に
従
い
〔
復
元
案
〕
を
示
し
た
。

 
以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
る
と
、
③
の
成
立
は
②
の
成
立
以
降
と
な
る
。
こ
れ
以
降
、
少
な
く

と
も
史
料
編
纂
掛
の
調
査
の
行
わ
れ
る
ま
で
の
あ
る
時
期
に
、
天
満
宮
側
に
お
い
て
本
格
的
な

史
料
の
整
理
が
な
さ
れ
、
関
係
史
料
を
広
く
集
め
て
③
が
、
以
前
の
錯
簡
を
そ
の
ま
ま
含
む
形

で
現
在
の
前
欠
部
分
も
あ
わ
せ
て
新
た
に
作
成
さ
れ
た
が
、
史
料
編
纂
掛
の
調
査
の
際
に
は
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
前
欠
状
態
が
生
じ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
以
降

に
か
け
て
の
天
満
宮
史
料
の
整
理
・
調
査
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

(
注
)

(
1
)
、
現
在
、
『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史
料
巻
十
一
』
(
太
宰
府
天
満
宮
、

 
三
九
八
頁
以
下
、
『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
(
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
)

一
九
七
九
年
)

三
三
四
〇
号
等

 
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
原
史
料
の
詳
細
に
つ
き
吉
原
弘
道
氏
の
御
教
示
を
得

 
た
。

(
2
)
、
山
口
「
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
領
研
究
の
一
視
点
」
(
『
中
世
九
州
の
政
治
社
会
構
造
』

 
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
、
初
出
は
一
九
六
八
年
目
。

(
3
)
、
正
木
『
大
宰
府
領
の
研
究
』
(
文
献
出
版
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
)
三
〇

 
二
i
六
頁
。

(
4
)
、
安
楽
寺
領
全
体
に
つ
い
て
は
『
昭
和
五
十
四
年
度
「
太
宰
府
地
域
の
歴
史
及
び
文
化
遺

 
産
の
調
査
研
究
並
び
に
保
護
」
報
告
書
』
(
一
九
八
○
年
)
所
収
「
天
満
宮
安
楽
寺
領
一
覧
」

 
参
照
。

(
5
)
、
文
献
出
版
、
一
九
九
三
年
刊
行
本
に
よ
る
、
諸
本
等
の
詳
細
は
同
書
参
照
。

(
6
)
、
原
本
は
鞍
手
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
。
原
本
の
形
態
等
に
つ
き
帰
館
よ
り
多
く
の
御

 
教
示
を
得
た
。
な
お
、
史
料
は
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
た
。

(
7
)
、
注
(
1
)
参
照
。

(
8
)
、
『
青
柳
種
信
関
係
資
料
目
録
』
(
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
、
一
九
八
六
年
目
、
佐
伯
弘
次
「
青

 
柳
種
信
資
料
所
収
の
中
世
史
料
」
(
『
太
宰
府
研
究
会
会
報
』
三
〇
、
一
九
八
○
年
)
、
川
添
昭

 
二
「
太
宰
府
天
満
宮
の
古
文
書
」
(
『
天
神
絵
巻
』
一
九
九
一
年
)
参
照
。

(
9
)
、
『
福
岡
県
史
通
史
編
福
岡
藩
文
化
ω
』
(
一
九
九
三
年
)
二
九
五
頁
以
下
参
照
。

(
1
0
)
、
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
目
録
第
二
部
和
漢
書
写
本
編
二
』
(
一
九
六
一
年
)
三
二

 
四
頁
。

(
1
1
)
、
『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史
料
巻
一
』
(
一
九
六
四
年
)
所
収
の
竹
内
理
三
「
編
者
の

辞
」
等
参
照
。

(
1
2
)
、
こ
の
点
、
吉
原
弘
道
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
1
3
)
、
正
木
氏
は
、
注
(
3
)
著
書
三
〇
三
頁
で
こ
の
点
に
つ
い
て
「
大
宰
府
所
管
の
□
帳

 
を
一
緒
に
提
出
し
た
こ
と
を
示
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
1
4
)
、
常
足
が
③
の
前
欠
部
分
を
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
き
っ
か
け
は
、
『
太
宰
管

 
合
志
』
(
日
本
歴
史
地
理
学
会
、
一
九
〇
八
年
)
上
巻
、
七
五
三
頁
に
「
〔
安
楽
寺
草
創
日
記
〕

 
に
筑
前
国
一
円
神
領
石
門
郷
内
般
若
寺
」
の
記
述
を
み
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
傍
線
部
分
は
③

 
に
み
え
る
が
、
そ
れ
以
前
の
部
分
は
③
が
前
欠
で
推
測
す
る
し
か
な
く
、
ま
た
草
創
日
記
に

右
の
記
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
出
典
は
誤
っ
て
お
り
、
伊
藤
常
足
が
③
の
前
欠

部
分
を
含
む
所
領
目
録
を
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
佐
伯

弘
次
氏
、
吉
原
弘
道
氏
の
御
教
示
を
え
て
、
②
に
め
ぐ
り
あ
い
、
小
論
執
筆
が
可
能
と
な
つ

 
た
の
で
あ
る
。
『
管
内
尊
上
』
は
、
〔
安
楽
寺
(
御
)
領
目
録
〕
を
出
典
と
し
て
他
に
「
早
良
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郡
之
内
入
部
八
拾
町
付
内
野
村
」
(
一
四
五
頁
)
、
「
大
祖
社
ハ
若
杉
山
衆
徒
押
領
之
」
(
三
二

九
頁
)
、
「
筑
前
国
一
円
神
領
庄
内
田
地
席
内
院
清
里
名
、
又
日
席
内
院
重
久
名
」
(
四
八
八
頁
)
、

 
「
上
座
郡
朝
鞍
寺
領
勝
福
寺
免
田
錐
為
當
宮
根
本
御
領
御
家
人
甲
乙
輩
令
押
領
之
」
(
六
六
二

頁
)
、
「
當
御
代
御
寄
進
所
、
門
上
村
、
御
霊
社
二
寄
進
之
凶
徒
押
領
之
」
(
七
一
〇
頁
)
を
記

 
す
。

(
1
5
)
、
種
信
と
常
足
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
種
信
の
収
集
史
料
と
常
足
の
関
係
(
借
覧
の
可
能

 
性
も
含
め
)
も
あ
わ
せ
て
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
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